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８ ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［２］具体的事業の内容 

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業 

事業名、 
内容及び 
実施時期 

実施主体
目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項

（２）① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、 
内容及び 
実施時期 

実施主体
目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項

循 環 ま ち バ ス

「く・る・る」運

行事業 

中心市街地を1乗車100

円で走るバスを運行 

H14～ 

浜松市 中心市街地を 1乗車 100円のわ

かりやすく安価で回遊できる循

環まちバスを運行する。 

交通弱者を中心に中心市街地

の回遊性を高めることは、「にぎ

わいのある魅力溢れる空間の創

出」及び「快適な都心生活空間の

創出」を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。 

中心市街地

活性化ソフ

ト事業 

H27～H31 

継続 

［１］ 公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性

【現状分析】 

  本市においては、市街地の外延化とともにモータリゼーション化が進み、中心

市街地へのアクセスも自動車が中心となっており、ＪＲ、遠州鉄道、遠鉄バス等

の公共交通機関の利用者数はここ数年横ばい状態が続いている。 

こうしたなか、中心市街地における交通渋滞や駐車場の料金負担等は多くの

人々の来街を妨げる要因ともなっている。 

【公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性】 

中心市街地の賑わいを増加させるためには、中心市街地へのアクセスの向上及

び、中心市街地内の回遊性の向上が必要である。 

そのため、公共交通機関の利便性の向上を図ることにより自動車以外での来街

者を増やすとともに、渋滞解消のための道路基盤の整備及び駐車場対策を併せて

行う必要がある。 

また、回遊性の向上を図るため、循環まちバス事業の充実に加え、まちなかの新

たな駐車場システムの構築などＩＣＴも活用したまちなか情報の発信機能を向上

させ、来街者に対するサービスの向上を図る必要がある。 

【フォローアップの考え方】 

事業の進捗状況を定期的に調査し、状況に応じて事業の促進などの改善を図る。
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（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連す

る事業 

事業名、 
内容及び 
実施時期 

実施主体
目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、 
内容及び 
実施時期 

実施主体
目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項

地域間幹線系統

路線バス運行事

業 

地域間幹線系統路線バ

スの運行 

H26～ 

遠州鉄道

㈱ 外 

都心部と各地域を結ぶ地域間

幹線系統路線バスを確保・維持す

る。 

使いやすく持続可能な公共交

通ネットワークの実現を図るこ

とは、「にぎわいのある魅力溢れ

る空間の創出」及び「快適な都心

生活空間の創出」を目標とする中

心市街地の活性化に必要な事業

である。 

地域公共交

通確保維持

改善事業費

補助金（地域

間幹線系統

確保維持事

業） 

H26～ 

新規 

地方鉄道の安全

性向上事業 

《事業箇所》 

第一通り駅、遠州病院

駅 

《事業内容》 

・ホーム舗装及び誘導

ブロックの更新 

・ＡＴＳ地上設備更新

H26～ 

遠州鉄道

㈱ 

地域の基幹路線である遠州鉄

道線の安全輸送設備更新事業に

より、誰もが安心して利用できる

公共交通を実現する。 

利用者の利便性、安全性の向上

を図ることは、「にぎわいのある

魅力溢れる空間の創出」及び「快

適な都心生活空間の創出」を目標

とする中心市街地の活性化に必

要な事業である。 

地域公共交

通確保維持

改善事業費

補助金（鉄道

軌道安全輸

送設備等整

備事業） 

H26～ 

新規 
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（４） 国の支援がないその他の事業 

事業名、 
内容及び 
実施時期 

実施主体
目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項

ポストオムニバ

スタウン事業 

①ビッグデータ活用に

よる交通網及びバス

路線網の改善 

②バス車内表示改善 

③全国共通ＩＣカード

利用普及 

④大規模災害時対応 

H28～H29 

遠州鉄道

㈱ 

①ビッグデータ活用 

バスの実運行データにより中

心市街地近辺での渋滞状況(場

所・曜日・時間帯)及び乗降デー

タにより属性(通勤通学・男女・

年齢)毎の移動状況(場所・曜日・

時間帯)を分析することで、交通

網やバス路線網の改善を図る。 

②バス車内表示改善 

バス車内の表示をより大きく

して見やすくする、また外国人訪

問者向けに多言語による表示を

可能にすることで、利用者の利便

性向上を図る。 

③全国共通ＩＣカード利用普及 

 全国共通ＩＣカードの利用を

可能にすることでバス利用者の

利便性向上を図る。 

④大規模災害時対応 

老朽化したバスロケーション

システムを更新することで、大規

模災害時におけるリアルタイム

な位置把握や通信手段の確保な

ど、的確な初動対応ができるよう

改善を図る。 

本事業は、「にぎわいのある魅

力溢れる空間の創出」及び「快適

な都心生活空間の創出」を目標と

する中心市街地の活性化に資す

る事業である。 

新規 
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事業名、 
内容及び 
実施時期 

実施主体
目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項

鉄道高架耐震化

事業 

（事業箇所） 

六間道路交差点南～新

浜松駅間 

（事業内容） 

高架の耐震化と高架下

の公共空間整備 

H28～ 

民間事業

者 

地域の基幹路線である遠州鉄

道高架の耐震化により、誰もが安

心して利用できる公共交通と魅

力ある高架下の公共空間を実現

する。 

鉄道の安全性の向上と魅力あ

る高架下の公共空間の整備は「に

ぎわいのある魅力溢れる空間の

創出」及び「快適な都心生活空間

の創出」を目標とする中心市街地

の活性化に必要な事業である。 

新規 



Ｎ

計画区域 ２２０ｈａ

第一種特例区域 ４７ｈａ

都市再生緊急整備地域 ４０ｈａ

事 業 箇 所 図 

浜松城

浜松市役所 

東照宮 

ザザシティ浜松 

ＪＲ浜松駅

アクトシティ浜松 

浜松科学館 

静岡文化芸術大学 
遠州総合病院 

Ａ 高竜土地区画整理事業 

ａ 常盤町優良建築物等整備事業 

ｂ 旭板屋Ａ地区第一種市街地再開発事業 

① 都市計画道路植松伊佐地線整備事業（野口工区）

② 公共空間の利活用事業 

③ 砂山菅原線・砂山 17 号線改良工事 

④ 都市公園整備事業 

⑤ 都心地区駐輪場整備事業 

⑥ 交差点横断平面化事業 

⑦ 国道 257 号線整備事業 

⑧ 「出世の街浜松」ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業－出世街道－ 

⑨ 都心ゲートパーク北地区整備事業 

⑩ 浜松城公園整備事業 

浜松市図書館 

浜松市美術館 

鴨江アートセンター 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

Ａ

ｂ

ａ

⑩

◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 
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